
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上だより 

 

第７６号 Ｒ３.２.８（月） 

佐賀県教育庁教育振興課 

～学力向上推進教員～ 

◆稲富 美紀 先生（勤務校：北茂安小、支援校：西川副小） 

 学力向上につながるように、「学力向上推進だより」を定期的に発行し、児童の実態や教師の指導

に応じて、分かる授業づくりのヒントやすぐに使える話題を提供しています。 

 生徒が“学習に関する目標” と“目標達成のための具体的な方法”を決め、

月ごとに自己評価を行えるよう、学習目標シートを作成しました。生徒が学期

ごとに行う振り返りに対して、教師がアドバイスし、達成感を味わわせるとと

もに、次の学習目標に向かって取り組めるようにしています。 

にしています。 

◆福島 慈 先生（勤務校：鬼塚中、支援校：第五中） 

ここを 
チェック 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全国学力・学習状況調査における佐賀県の質問紙調査の結果 
令和２年度 

 
第２弾 

【学校質問紙】 

「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と回答した学校の割合で見ると、令和元年度（平

成 31年度）と比べて、小学校は大幅に増加し、中学校は増加しています。 

 〇 児童生徒は、授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組むことができていると

思いますか。 

 

≪小学校≫ 

学校質問紙調査を見ると、小・中学校ともに前年度より肯定的な回答が増加しています。

しかし、児童生徒質問紙調査と比較すると、特に、小学校において、教員は課題解決に向け

た授業ができていると感じている一方で、児童生徒は必ずしもそうではないという結果がみ

られます。児童生徒の実態を十分に把握し、その実態に応じた授業づくりが大切ですね！ 

【児童生徒質問紙】 

  〇 授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思いますか。 

 
「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童生徒の割合で見ると、令和元

年度（平成 31年度）と比べて、小学校６年生は減少し、中学校３年生は同程度です。 

 佐賀県で実施した学校質問紙調査及び児童生徒質問紙調査の結果は、もう御覧になりましたか。今回は、

県全体における学校質問紙調査の結果を中心にお知らせします。 

≪小学校６年生≫ ≪中学校３年生≫ 

≪中学校≫ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、国立教育政策研究所から

「調査問題活用の参考資料」が各学校

等へ配布されています。令和 2 年度の

全国学力・学習状況調査は実施されま

せんでしたが、7 月に送付された調査

問題の冊子・解説資料については、各

学校等において有効に活用していた

だいていることと思います。その問題

冊子等と併せて、学習指導の改善・充

実を図る際に、御活用ください。 

 

国立教育政策研究所のホームペー

ジでも公開されています。 

https://www.nier.go.jp/sankou/r02/   

 

各教育委員会や各学校等において、

組織的・継続的な取組を展開していき

ましょう！ 

 

 

 

≪中学校≫ ≪小学校≫ 

小・中学校ともに前年度より肯定的な回答が増えており、小・中学校が連携しながら、児

童生徒の学力向上に向けて、授業改善に向けた取組がなされてきていることが分かります！ 

 
令和２年度 全国学力・学習状況調査 
「調査問題活用の参考資料」について 
 

インフォメーション 

「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した学校の割合で見ると、令和元年度（平

成 31年度）と比べて、小学校、中学校ともに増加しています。 

【学校質問紙】 

 
 〇 近隣等の小中学校と、授業研究を行うなど、合同して研修を行いましたか。 

 

https://www.nier.go.jp/sankou/r02/

